
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※受講料は２日間セットで 7,200円（税抜、振込手数料別）です 

担当 仲 麻理子 先生 

草津校で３年国公立・私大・ 

センター古文を担当 

宗先生、仲先生は大手予備校でも教鞭を

振るい、圧倒的な知識と技で多くの 

受験生を指導されています。 

この講座で、知識と技を身に付けましょう 

 
担当 宗 慶二 先生 

草津校で３年国公立・私大 

現代文を担当 

年度 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年 
19滋賀大（教育） 

ボーダーライン 

19京大（教育） 

ボーダーライン 

センター国語 

全国平均点 

（２００点満点） 

１０７ １０５ １２１ 
１３６ 

（得点率 68％） 

１８０ 

（得点率 90％） 

地元国公立の滋賀大に出願する場合、センター試験の国語で１３６点/２００点得点しなければ出願ボーダーラインに届きません 

京都大学に出願する場合もセンター試験の国語で１８０点/２００点という高得点を取らないと出願ボーダーラインに届きません 

→つまり、大学入学共通テストの国語で全国平均点しか得点できなかった場合は地元国公立大学への出願さえ厳しい状況になります 

「論拠を持って解く」これが大学入学共通テスト国語の鉄則だ！ 

国語は本文以外の要素を想像して最適な選択肢を選ぶのではなく、解答の根拠が必ず本文中に示されています。

問題なのは根拠をどうやって見抜くかであり、この「論拠の見抜き」が出来るかどうかにかかっています。 

また、センター試験国語の全国平均は 2017年 107/200点 53.5％、2018年 105/200点 52.5％ 

そして今年 121/200点 60.5％となっており全国平均では国公立大学ボーダーラインに届きません。 

この機会にしっかり吸収しよう！ 


